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日�

時　

7
月
29
日
豸

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
０
時
30
分

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

▽
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

登�

記
あ
り
家
屋　

法
務
局
（
春
日
井
市
）

で
滅
失
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登�

記
な
し
家
屋　

役
場
税
務
課
で
取
り
壊

し
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車

廃
車
・
譲
渡
し
た
ら　
　
　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
か
ん
・
標
識

交
付
証
明
書
を
持
参
し
、
役
場
税
務
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

購�

入
し
た
ら　

印
か
ん
・
販
売
証
明
書
ま

た
は
譲
渡
証
明
書
を
持
参
し
、
15
日
以

内
に
役
場
税
務
課
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

住
所
な
ど
申
告
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自

動
車
以
外
の
手
続
き
場
所

三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
管
事
務
所

小
牧
支
所

二
輪
小
型
自
動
車
・�

普
通
車

中
部
運
輸
局
愛
知
運
輸
支
局　

小
牧
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所

軽
二
輪
自
動
車
（
１
２
６
cc
か
ら
２
５
０
cc
）

　

愛
知
県
軽
自
動
車
協
会
小
牧
分
室

　

平
成
30
年
1
月
2
日
以
降
に
完
成（
新
築
・

増
築
）
し
た
物
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
た

め
、
家
屋
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
建
物
の
構
造
や
使
用
資
材
を
調

査
し
て
、
固
定
資
産
税
を
算
出
す
る
た
め
の

も
の
で
、
事
前
に
調
査
日
時
を
調
整
し
、
当

日
は
職
員
が
訪
問
し
て
お
こ
な
い
ま
す
。

　

調
査
時
に
は
、
家
の
中
に
入
ら
せ
て
い
た

だ
き
、
図
面
な
ど
の
書
類
や
各
部
屋
の
仕
上

げ
材
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

税
務
課　

蘂
95
―

１
１
１
3　

収
納
窓
口
の
開
設

税
に
関
す
る
手
続
き
の
お
知
ら
せ

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

　

丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

主
催
で
、
丹
羽
郡
内
三
中
学
校

か
ら
推
薦
さ
れ
た
７
名
の
生

徒
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
頃
、
気
に
な
る
社
会
的
な

出
来
事
や
身
近
な
話
題
で
み

ん
な
に
伝
え
た
い
事
を
、
思

春
期
の
青
少
年
な
ら
で
は
の

目
線
に
よ
る
主
張
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
コ
ン
テ
ス
ト

本
番
に
向
け
、
一
生
懸
命
練
習

丹羽郡中学生
スピーチコンテスト

し
た
生
徒
の
主
張
に
耳
を
傾
け
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

日�

時　

８
月
２
日
貅

　

午
前
10
時
か
ら
正
午

会�

場　

大
口
町
民
会
館　

町
民

ホ
ー
ル
（
２
階
）

※�

当
日
、
審
査
委
員
の
審
査
を
待

つ
間
、
大
口
中
学
校
吹
奏
楽
部

の
素
敵
な
演
奏
も
あ
り
ま
す
の

で
、楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先　

丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ　

蘂
95
ー

6
7
3
3

孫
の
目
を
盗
み
て
向
か
ふ
畑
五
月

渡
辺
す
み
子

辞
書
引
き
て
忘
れ
又
ひ
き
夏
来
る

前
田
と
し
子

豆
飯
や
加
へ
る
能
登
の
粗
き
塩

安
藤
　
亮
子

十
薬
の
踏
ま
れ
て
も
花
十
文
字

木
村
千
代
子

立
夏
来
て
図
書
館
の
本
光
る
昼

保
浦
佐
代
子

乳
液
の
終
の
一
滴
春
惜
し
む

荒
谷
富
美
子

鬼
瓦
目
を
剥
く
八
十
八
夜
寒

土
川
喜
一
郎

菖し
ょ
う
ぶ
ゆ

蒲
湯
に
浸ひ
た

り
思
ほ
ゆ
母
の
背
な

佐
藤
千
志
子

遠
足
の
水
筒
踊
る
靴
踊
る

田
中
寿
美
子

大
口
に
風
呑の

み
う
ね
る
鯉
の
ぼ
り

平
本
の
り
子

白
き
胸
川か
わ
も面
に
写
し
初
燕

桑
原
　
聡
子

孕は
ら
み
う
し

牛
の
目
の
鋭
か
り
柿
若
葉

土
川
　
照
恵

母
の
日
に
白
髪
見
つ
け
た
肩
た
た
き吉

田
　
雄
亮

や
せ
細
り
悲
鳴
あ
げ
て
る
竹
ぼ
う
き高

橋
あ
や
子

着
る
物
を
天
気
予
報
が
指
示
を
出
す安

藤
　
久
子

辛
抱
と
心
の
さ
さ
え
友
の
声

日
比
野
文
子

名
湯
の
薬
効
三
日
間
は
待
ち

天
野
　
信
和


